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** 日 本 学 術 会 議 ニ ュ ー ス ・ メ ー ル  ** No.799**  2022/5/20 

====================================================================== 

１．【開催案内】 

 日本学術会議主催学術フォーラム 

 「持続可能な社会を創り担うための教育と学習のチャレンジ」 

２．【開催案内】公開シンポジウム 

 「アーカイブズ専門職問題の新潮流（第 27回 史料保存利用問題シンポジウ 

 ム）」 

３．【開催案内】公開シンポジウム 

 「〈危機は法を破る〉のか？危機管理における人権制約と権力統制の問題」 

■-------------------------------------------------------------------- 

【開催案内】日本学術会議主催学術フォーラム 

 「持続可能な社会を創り担うための教育と学習のチャレンジ」 

--------------------------------------------------------------------■ 

【日時】2022 年 6 月 5日（日）13:00～17:00 

【場所】日本学術会議講堂（オンライン併用） 

【主催】日本学術会議 

【開催趣旨】 

 持続可能な世界を目指す国際プログラムであるフューチャー・アース、SDGs（国連持続可能な開発目標）、ESD 

（持続可能な発展のための教育）などの活動が活発化していますが、それらの推進には学術と社会、それに教育、

特に学校教育との連携が重要です。カリキュラムマネジメントと評価、地域における学習の実践、学校と地域の

連携などについての議論も深める必要があります。 

 これらについて研究者、現場教員（生徒も含む）などからの報告を参考に、参加者全員で多角的に考えましょ

う。研究者や教員だけでなく、中高生、大学生、一般の皆様も是非ご参加ください。 

【プログラム】 

 https://www.scj.go.jp/ja/event/2022/322-s-0605.html 

【参加費】無料 

【申込み】要・事前申し込み：以下の URLからお申し込みください。         

  https://form.cao.go.jp/scj/opinion-0110.html 

【問合せ先】 

 日本学術会議事務局企画課学術フォーラム担当 

 電話：03-3403-6295 

 

■-------------------------------------------------------------------- 

【開催案内】公開シンポジウム 

 「アーカイブズ専門職問題の新潮流（第 27回 史料保存利用問題シンポジウム）」 

--------------------------------------------------------------------■ 

【日時】2022 年 6 月 25日（土）13:30～17:30 

【場所】オンライン 

【主催】日本学術会議史学委員会、史学委員会歴史資料の保存・管理と公開に関する分科会 

【共催】日本歴史学協会 



【後援】全国歴史資料保存利用機関連絡協議会・日本アーカイブズ学会 

【開催趣旨】 

 アーカイブズ専門職をめぐって、新たな潮流が生まれている。国立公文書館によるアーキビスト認証制度が３

年目に入り、これまでに 247 名の認証アーキビストが誕生した。その一方で、先行していた学習院大学に加えて、

大阪大学・島根大学・昭和女子大学・中央大学・東北大学へとアーキビスト教育・養成への取組が広がっている。

アーカイブズ専門職をめぐる状況・環境は、大きな節目を迎えているといえる。日本学術会議は、これまでアー

カイブズ専門職の問題に関して意見表出を行ってきた。 

  

 ・日本学術会議学術基盤情報常置委員会報告「学術資料の管理・保存・活用・体制の確立および専門職員の確

保とその養成制度の整備について」、平成 15年（2003 年）６月 24日 

 ・日本学術会議史学委員会歴史・考古史資料の情報管理・公開に関する分科会「提言 公文書館法とアーキビ

スト養成」、平成 20年（2008 年）８月 28日 

  

 国立公文書館による認証アーキビストが続々と誕生し、日本各地の大学院でアーキビスト教育・養成への取組

が広がっている今、アーカイブズ専門職問題に係る現在の課題を共有し、今後の展開につなげる場とすることを

目的とし、専門職養成の立場から、認証アーキビストの立場から、認証アーキビスト実現への取組から、それぞ

れ報告をお願いした。加えて、国立公文書館が実施した全国のアーカイブズへのアンケート調査についての結果

報告もお願いした。 

【参加費】 無料 

【定員】先着 500 人 

【プログラム】 

 https://www.scj.go.jp/ja/event/2022/325-s-0625.html 

【申込み】要・事前申込み 

 以下の URLからお申込みください。 

 https://tinyurl.com/3n68strv 

【問合せ先】 若尾政希 

 メールアドレス： wakao.masaki@r.hit-u.ac.jp 

 

■-------------------------------------------------------------------- 

【開催案内】公開シンポジウム 

 「〈危機は法を破る〉のか？危機管理における人権制約と権力統制の問題」 

--------------------------------------------------------------------■ 

【日時】2022 年 7 月 23日（土）13:00～18:00 

【場所】オンライン 

【主催】法学委員会 

【共催】基礎法系学会連合（日本法社会学会、日本法哲学会、比較法学会、 

    比較家族史学会、民主主義科学者協会法律部会） 

【開催趣旨】 

 パンデミック、戦争……予測不可能な危機が現実に到来している。法の支配と人権保障を核心とする立憲民主

社会が、その根幹を損なうことなく危機管理を実効的に遂行することは、いかにして可能か。コロナ禍に焦点を

置いて考察する。 

【参加費】無料 



【定員】500 人 

【プログラム】 

 https://www.scj.go.jp/ja/event/2022/325-s-0723.html 

【申込み】要・事前申込み 7 月 19 日（火）まで 

 以下の URLからお申込みください。 

 https://sites.google.com/view/kisoho2022 

【問合せ先】 

 基礎法系学会連合事務局 

 メールアドレス：kisohogaku@gmail.com 

 

*********************************************************************** 

       学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから 

           http://jssf86.org/works1.html 

*********************************************************************** 

====================================================================== 

 日本学術会議ニュース・メールの転載は自由ですので、関係団体の学術誌等への転載や関係団体の構成員への

転送等をしていただき、より多くの方にお読みいただけるようにお取り計らいください。 

 過去のメールニュースは、日本学術会議ホームページに掲載しております。 

https://www.scj.go.jp/ja/other/news/index.html 

 

【日本学術会議ウェブサイトの常時暗号化について】 

日本学術会議ウェブサイトは 2021 年 10月 1 日より常時暗号化通信（TLS1.2）対応いたしました。 

新URL:https://www.scj.go.jp 

日本学術会議ウェブサイトへのリンク、お気に入り等設定している場合は、お手数ですが「https」への修正をお

願いいたします。 

 

【本メールに関するお問い合わせ】 

 本メールは、配信専用のアドレスで配信されており返信できません。 

 本メールに関するお問い合わせは、下記の URL に連絡先の記載がありますので、そちらからお願いいたしま

す。 

====================================================================== 

 発行：日本学術会議事務局 https://www.scj.go.jp/ 

     〒106-8555 東京都港区六本木 7-22-34 


